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製品についての注意事項 

このガイドでは、ほとんどのモデルに共通 
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ソフトウてアを項 

このコンピューターにプリインスI'ールさ 
れている任意のソフトウェア製品をインス 
トール、複製、ダウンロード、またはその 
他の方まで使用することによって、お客様 
は HP EULA の条件にがうことに同意した 
ものとみなされます。これらのライセンス 
条件に同意されない場合、未使用の完全な 
製品（付属品を含むハードウXアおよびソ 
フトウェア）を14日お巧に返品し、購入店 
の返金方針に従って返金を受けてくださ 
し、。 
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製品番号： 658370-292 



ユーザー ガイド 


HP では、当社製品が環境にちえる影響を減 
らすための取り組みを行っています。この 
取りが みの一つとして、コンピユー ターの 
/、ードドライブ上の[ヘルプとサポート]に 
『ユーザーガイド』および[ラーニングセン 
ター]を合めています。追加のサポート情報 
および『ユーザーガイド J 1 の最新版は Web 
サイトで参照できます。 




ま全に関するごを意 


么 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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この 章では、な 下の 項目に ついて 説明します。 

• ま斤機能 

• 情報の確認 

コンピューターをセットアップして登録する前に、コンピューターに AC アダプターを差し込み、外 
部電源に接続します。外部電源に接続された状態で、電源ボタンを押してバッテリの充電を開始し、 
画面の説明に沿つて操作します。 

コンピューターをセットアップして登録した後に、な下の作業を実行することが重要です。 

1. 有線ネットワークまたは無線ネットワークをセットアップします。詳しくは、 24 ぺージの 
r ネットワーク I を参照してください。 

2. リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブを作成します。詳しくは、 

46 ぺージの「バックアップおよび復元 I を参照してください。 

3. コンピューター本体を確認します。 13ぺージの「コンピューターの概要 J および' 

28ぺージの「キーボードおよびポインティングデバイス」 を参照してください。 


4. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択して、コンピューターにすでに読み込まれている 
ソフトウ X ァを確認します。 











新機能 

オーディオ 

音量ダイヤル 

ステレオのダイヤルと同様に、内蔵の音量ダイヤルでコンピューターのスピーカーの音量を調整しま 
す。 

▲ スピーカーの音量を上げるには、ダイヤルを時計回りに回します。 

または 

▲ スピーカーの音量を下げるには、ダイヤルを反時計回りに回します。 
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HP Beats Audio 


[HP Beats Audio ] とは、クリアなサウンドを雑持しながら制御された低音を提供するあ張オーディナ 
機能です。 

[Beats Audio Control Panel] (HP Beats Audio コント ロールパネル）の操作 

[Beats Audio Control Panel ] を使用すると、才ーディオおよびほ音設定を表示し、手動で調整できま 
す。 

[Beats Audio Control Panel ] を開くには、な下のどちらかの操作を行います。 

A 音量ダイヤルの中央にある [HP Beats 八リづ句ボタン<みを押します。 



または 

▲ [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ ハードウエアとサウンド ] 一 [Beats Audio Control 
Panel] の順に選択します。 
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[HP Beats Audio] の有効化および無効化 


▲ [HP Beats Audio ] をち効または無効にするには、 fn キ ー(1) および b キ ー(2) を巧します。 



な下の表に 、 [HP Beats Audio ] ホットキー (わ + b キ ー) を押したときに画面上に表示される [HP 
Beats Audio ] アイコンの意味を説明します。 


アイ : 


意味 



[HP Beats Audio ] はち効に設定されています 



[HP Beats Audio ] は無効に設定されています 
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HP Wireless Audio 


[HP Wireless Audio ] では、 コン ピューターの才ーディナを互換性のある無線対応スピーカーまたはそ 
の他の才ーディオデバイスのセットにストリーミングすることで、自宅に無線サウンドシステムを 
セットアップできます。自宅のサウンドシステムに対応する無線オーディオデバイスを追加する 
には 、 [HP Wireless Audio ] を使巧します。 



1^; ま記 ： [HP Wireless Audio ] は KleerNet テク ノロ ジーを巧巧しており、他の無線テク ノロ ジーとは 
互換性がありません。また、お使いの無線ナーディオデバイスが 、 [HP Wireless Audio ] および 
KleerNet テク ノ ロジーに対応している必要があります。対応する無線オーディオデバイスは、 
http :// www . hp . com / ip / またはお近くの販売店でご購入ください。 
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HP Wireless Audio Manager 

[HP Wireless Audio Manager ] を使用ずると、自宅の才ーディオシステ厶で無線対応デバイスを追加 
および削除したり、デバイスの名前を変更したり、複数のデ/《イスをグループ化したりできます。 


ま記 ； [HP Wireless Audio Manager ] を起動する前に、無線デバイスがナンであること け 12 キーの 
無線ランプが白色に点灯していること）を確認します。 


[HP Wireless Audio Manager ] にアクセスするには、な下のどちらかの操作を行います。 

▲ タスクバーのち端の通知領域にある [HP Wireless Audio] アイコンを右クリックしてから、[起 
動マネージヤー ] をクリックします。 


ま記： バッテリの寿命に不安がある場合は 、 [HP Wireless Audio ] 無効にして使用しないよう 
にします。通知領域のアイコンをちクリックして、 [[HP Wireless Audio] を無効にする]を選巧 
してください。ソフトウェアを有効に設定しなおすには、通知領域のアイコンをちクリックし 
て、 [[HP Wireless Audio] を有効にする]を選択します。 


または 

▲ [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ ハードウエアとサウンド ] 一 [HP Wireless Audio] の 

順に選択します。 


ま記 ； [HP Wireless Audio ] について詳しくは、ソフトウェアのヘルプを参照してくださし、。 
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輝度の低、中、高を切り替えるには、上向き矢印キーまたは下向き矢印キーと組み合わせて、 
キーボードのバックライト 操作キー け日） を押したままにします。 

近接センサーの設定を変更するには、[スタート]一[すべてのプログラ厶]一 [ HP ] 一 [HP 
Proximity Sensor ] (HP 近接センサー）の順に選択します。 


ソフトウェア内容の更新（一部のモデルのみ） 

コンピユーターがスリープ状態の場合、インテル®スマート.コネクト.テクノロジーによって定期 
的にコンピユーターのスリープ状態が終了されます。そのを、開いているアプリケーシヨンのうち、 
必要なものの内容が更新され、スリープ状態が再開されます。そのため、スリープ状態が終了した後 
すぐに作業を再開できます。更新がダウンロードされる間、作業の手を止めて待つ必要はありませ 
ん。 

▲ インテルスマート-コネクトを開いてこの機能を有効にするか、手動で設定を調整するには、 

[スタート]一[すべてのプログラム]— >[ lntel ] 一 [Intel Smart Connect Technology ] (インテ 
ルスマート■コネクト-テクノ ロジー）の順に選択します。 

さらに詳しい情報およびサポートされているアプリケーシヨンの一覧については、ソフトウ ェアのへ 
ルプを参照してください。 

輝度調節機能付きバックライトキーボードおよび近接センサー 

出荷時に有効に設定されている輝度調節機能イ寸きバックライトキーボードの輝度調節機能を巧巧す 
ると、近接センサーテクノロジーによって、ユーザーが コン ピユーターの前にいるかどうかがセン 
サーで検出され、キーボードが自動的に点灯します。近接センサーも出荷時に有効に設をされていま 
す。この近接センサーは、ユーザーがいる場所に応じて輝度調節機能かきバックライトキーボード 
を自動的にオンまたはオフにします。 

▲ 輝度調節機能付きバックライトキーボード機能のオンとオフを切り替えるには、 キーボードの 
バックライト 操作キー （巧） を巧します。 
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HP CoolSense 

[HP Coo に ense]gg は、コンピューターが静止した状態にないことを自動的に検出し、パフォーマン 

スおよびファン設定を調整するため、コンピューターの表面温度が最適な状態に維持されます。 

[HP Coo 旧 ense ] がナフの場合、コンピューターのが態が検出されず、パフォーマンスおよびファンの 
オプションは出荷時の設定のままになります。そのため、 [HP CoolSense ] をオンにしたときに比べて 
コンピューターの表面温度が高くなる可能性があります。 

[HP Coo に ense ] をオンまたはオフにするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]— >• [HP CoolSense ] の順に選 

択します。 

2. [ On ] (オン）または [ Off ] (ナフ）を選択します。 

インテルワイヤレス■ディスプレイ（一部のモデルのみ） 

インテルワイヤレス■ディスプレイを使巧すると、巿販の無線テレビアダプター(別売）を使用し 
てコンピューターの画面を無線でテレビに表示できます。無線アダプターの使用について詳しくは、 
アダプターの製造元の説明書を参照してください。 


Pf ;ま記. ワイヤレス•ディスプレイを使巧する前に、コンピューターの無線機能が有効になってい 
U て、コンピューターのグラフィックスが省電カモードに設定されている必要があります。 


AMD ™ Eyefinity マルチディスプレイテクノロジー 

お使いのコンピューターでは、新しい AMD Eyefinity テクノロジーがサポートされています。 AMD 
Eyefinity テクノロジーにはな下の機能があります。 

• コンピューターの HDMI コネクタおよび DisplayPort を使巧して、最大2台の外付けディスプレ 
イを接続できます。 

• 最大2台の外付けディスプレイを大きい SLS (Single Large Surface ) として、その全体にミ度つ 
て画像を表示できます。 
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SLS のディスプレイ設定例 


この例では、2台の外付けディスプレイがコンピューターに接続されています。 


を記： SLS の外付けディスプレイは、同一の解像度設をになっている必要があります。必要に応じ 
て設定を変更してください。 





画面の切り替え 

表示画面切り替え 操作キー （ f 4) を押すと、4つの設定から1つを選ができるダイアログボックスが 
開きます。 

• コン ピューターのみ：外付けディスプレイへの表示をオフにして、画像を コン ピューターのディ 
スプレイのみで表示します。 

• 複製：コンピューター本体のディスプレイに表示されている画像と同じものを、コンピューター 
に接続されている外かけディスプレイにも表示します。 

• 化張：コンピューター本体のディスプレイと接結されているすべての外付けディスプレイに渡つ 
て画像を化張します。 

• プロジェクターのみ： コン ピューター本体のディスプレイの電源を切り、接続されているすべて 
の外付けディスプレイにミ度って画像をあ張します。 


を記： ビデオの出カデバイスおよび初期設定の出カデバイスを管理するには 、 [AMD Catalyst 
Control Center ] (ATI Catalyst コントロール センター）を巧巧します。 


[AMD Catalyst Control Center] (AMD Catalyst コントロールセンター）の使用 

ディスプレイ出力を設をしたり 、 AMD Eyefinity テクノロジーを管理したりするには 、 [AMD Catalyst 
Control Center ] を使用します。 

▲ [AMD Catalyst Control Center ] を開くには、デスクトップを右クリックし、 [Graphics 
Properties] (グラフイツクスのプロパティ）をクリックします。 


を記 ： [AMD Catalyst Control Center ] について詳しくは、ソフトウエアのヘルプを参照してくださ 
い。 
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情報の確認 

コン ピューターには、各種タスクの実行に役立つ複数のリ ソース が巧意されています。 


リソース 

提供される情報 

コンピューターのセットアップ手順のポスター 

0 新しいコンピューターの機能 

• コンピューター各部の名称 

『コンピューターの準棉』 

• コンピューターの機能 


このガイドを表示するには、な下の操作を行います 

[スタート]^[すべてのプログラム] 一 [HP]^[HP ド 
キュメント]の順に選がします 

または 

[スタート]—>[ヘルプとサポート] 一[ユ ーザーガイ 
ド]の順に選がします 


お下の内容に対する各手順： 

。 無線ネットワークへの接続 

。 キーボードおよびポインティングデバイスの使用 

。 ハードドライブおよびメモリモジュールの交換または 
アップグレード 

。 バックアップおよび復元の実行 
。 サポー ト窓 □への お問い合わせ 
コンピューターの 仕様 


『HP ノートブックコンピューターリファレンスガ 

イド il 

このガイドを表示するには、 lU 下の操作を行います 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP ド 
キュメント]の順に選キ尺します 

または 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一 [ユ ーザーガイ 
ド]の順に選がします 


電源の管理機能 
お下の内容に対する各手順： 

。 バッテリ寿命の最大化 

。 コンピユーターの マルチメディア機能の使用 

。 コンピユーターの 保護 

。 コンピユーターの 手入れ 

。 ソフトウエアの更新 


[ヘルプとサポート] 

[ヘルプとサポート]にアクセスするには、[スタート]- 
[ヘルプとサポート]の順に選がします 


を記： お住まいの国または地域のサポート情報につ 
いては、 http :// www . hp . com / support / でお住まいの国ま 
たは地域を選択して、画面の説明におって操作してく 
ださし、 


オペレーティングシステムの情報 

ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアップ デー ト 
トラブル シュー ティング ツール 
サポート窓□へのお問い合わせ手順 


『規定、ま全、および環境に関するご注意 J ] 

このガイドを表示するには、 lU 下の操作を行います 

[スタート]^[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP ド 
キュメント]の順に選キ尺します 


規定およびま全に関する情報 
バッテリの処分に関する情報 


まじ,占 


[スタ ー ト]一[ヘルプとサポー ト] 一 [ユ ーザーガイ 
ド]の順に選がします 
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リソース 


提供される情報 


『快適に使用していただくために』 

このガイドを表示するには、下の操作を行います 

C スター ト]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP ド 
キュメント]の順に選択します 

または 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一 [ユ ーザーガイ 
ド]の順に選キ尺します 

または 

http :// www . hp . com / erqo / から！~日本語1を選キ只します 


正しい作業環境の整えち 

快適でけがを防ぐための姿勢および作業上の習慣に関するガ 
イドライン 

電気的および物理的ま全基準に関する情報 


『サービスおよびサポートを受けるには J (日本が外の HP のサポート窓□の電話香号 
国や地域の問い合わせ先については、製品に付属して 
いる冊モ 『Worldwide Telephone NumbersI (英語版） 

を参照してください） 


この冊子はお使いのコンピューターに付属していまず 


HP の Web サイト ■ 

この Web サイトを表示するには、 http :// www . hp . com / • 
SUDD0 け/ に アクセスします 


サポート窓口の情報 

部品の購入とその他のヘルプの確認 

ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアップデート 

コンピューターのオプション製品に関する情報 


情報の確認11 












リソース 提供される情報 


限定保証* 保証に関する情報 

オンラインの保証を表示するには、政下の操作を行い 
ます。 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP ド 
キュメント]一[保証に関する情報の確認]の順に選択 
します 

または 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選がします 

または 


http :// www . hp . com / qo / orderdocuments / 力、ら[日本（日 
本語） ] を選択します 


* お使いの製品に適用される HP 限を保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収録されているドキュメ 
ントまたは製品に同捆されている CD や DVD に収録されているドキュメントに明示的に示されています。日本向けの日本 
語モデル製品には、保証内容を記載した小冊子、『サービスおよびサポートを受けるには』が同個されています。また、日本 
レ:!外でも、印刷物の HP 限定保証規定が製品に同個されている国や地域もあります。保証規定が印刷物として提供されてい 
ない国または地域では、印刷物のコピーを入手できます。 htt 口:// www . hp . com / qo / orderdocuments / でオンラインで申し込む 
か、または下記宛てに郵送でお申し込みください。 

• 北米： Hewlett - Packard , MS POD , 11311 Chinden Blvd , Boise , ID 83714, USA 

• ヨ ーロツパ、中東、 アフリカ： Hewlett - Packard , POD , Via G . Di Vittorio , 9，20063 ， Cernusco s/Naviglio ( Ml ), Italy 

• アジア太平洋： Hewlett - Packard , POD , P . O . Box 200 ， Alexandra Post Office , Singapore 911507 

保証規定の印刷物のコピーを請求する場合は、製品香号および保証期間（シリアル香号ラベルに記載されています）、ならび 
にお客棟のお名前およびご住所をお知らせください。 

重要： 上記の住所にお使いの HP 製品を返送しないでください。製品サポートについては、お使いの製品のホームページ 
( http :// welcome . hp . com / countrv / ip / ia/contact us . html ) を 参照してく じさし、。 
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2 コンピューターの 概要 


この章では、 レ^ 下の項目に ついて 説明します。 
• 表面の各部 
• 前面の各部 
• ち側面の各部 
• 左側面の各部 
• ディスプレイの各部 
• 是面の各部 
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表面の各部 

イメージパッド 




名称 


説明 

(1) 

イメージパッドランプ 

• オレンジ色：イメージパッドがオフになっています 

• 消灯：イメージパッドがオンになっています 

(2) 

イメージパッドオン/オフ切り替え機能 

イメージパッドをオンまたはオフにするには、このエリアを 
すばやくダブルタップします 

(3) 

左のイメージパッドボタン 

イメージパッドの左下隅は、外付けマウスの左ボタンと同巧 
に機能します 

(4) 

イメージパッドゾーン 

ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アクテイ 
ブにしたりします 

(5) 

右のイメージパッドボタン 

イメージパッドのち下隅は、外付けマウスのちボタンと同巧 
に機能します 
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ランプ 


p 



G 


節舌抽:よ 


か 


か 


SMBH ■品 I 



名称 


(1) 


イメージパッドランプ 

• オレンジ色：イメージパッドがオフになっています 




• 消灯：イメージパッドがオンになっています 

(2) 


Caps Lock ランプ 

• 白色： Caps Lock がオンになっています 




• 消灯： Caps Lock がオフになっています 

(3) 

の 

電源ランプ 

• 白色に点灯：コンピューターの電源がオンになっていま 

す 




• 白色で点減：コンピューターがスリープ状態になってい 

ます 




• 消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハ 

イバネーシヨン状態になっています 

(4) 

ft *、、 

無線ランプ 

• 白色：無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN) 


デバイスなどの内蔵無線デバイスがち効になっていま 
す 

を記： 無線デバイスは、出荷時に有効に設定されてい 
ます 

オレンジ色：すべての無線デバイスが無効になっていま 
す 


巧） 地 Q ミュート（消音）ランプ 


オレンジ色：スピーカーのサウンドがオフになっていま 
す 

消灯：スピーカーのサウンドがオンになっています 
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ボタンおよびスピーカー 






名称 


説明 


(1) 電源ボタン • コンピューターの電源が切れているときにボタンを押すと、電源が入り 

• コンピューターの電源が入っているときにボタンを短く押すと、スリー 

プが開始されます 


• コンピューターがスリープが態のときにボタンを短く押すと、スリープ 

が終了します 


• コンピューターがハイ/くネーシヨンが態のときにボタンを短く押すと、 

ハイ/く ネー シヨンが終了します 


コンピユーターが応答せず、 Windows のシャツトダウン手順を実行できな 
いときは、電源ボタンを5秒程度押したままにすると、コンピューターの電 
源が切れます 


電源設定について詳し〈は、[スタート]一[コントロールパネル]ーシステ 
ムとセキュリティー[電源オプション]の順に選キ尺するか、または 『HP ノー 
トブックコンピューターリファレンスガイド]]を参照します 


(2) 


ステレオ 

スピーカー （ x 2) 

HP Beats Audio スピーカーでサウンドを出力します 

(3) 

が 

ミュート 

(消音）ボタン 

スピーカーの音をミ肖したり元に戻したりします 

(4) 

〇 

[HP Beats Audio ] ボタン 

才ーディオ設定とほ音設定を表示できる [HP Beats Audio Control Panel ] 

(HP Beats Audio コントロールパネル）を開きます 


[HP Beats Audio ] とは、クリアなサウンドを維持しながら制御されたほ音を 
提供する拡張オーディオ機能です 


注記： [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド] 
一 [Beats Audio Control Panel] (HP Beats Audio コント ロールパネル ) 
の順に選がして、 [HP Beats Audio Control Panel ] を開〈こともできます 
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6 ななな 


名称 


説明 

(1) 

esc 牛一 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を表示しま 
す 

(2) 

fn キー 

レ:1下の機能を実行します 

• esc キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を表 
示します 

• b キーと組み合わせて押すことによって 、 [HP Beats Audio ] の 
ち効/無効が切り替わります 

(3) 為 

,、■ Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 

け一 

fn キーと組み合わせて押すことによって 、 [HP Beats Audio ] の有 
効/無効が切り替わります 

(5) 

操作キー 

頻繁に使巧するシステムの機能を実行します 

(6 ) 己 

^ Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のシヨートカットメニューを表示します 


表面の各部 
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前面の各部 


CbdJCbd ] ■ 臣 cQCbd ] 


名称 

説明 

ステレオスピーカーい4) 

HP Beats Audio スピーカーでサウンドを出力します 
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右側面の各部 



名称 説明 


(1) 

巧 

ハードドライブランプ 

隹 

白色で点滅：ハードドライブにアクセスしています 




♦ 

オレンジ色： HP プロテクトスマートテクノ ロジーによって 
ハードドライブが一時停止しています 





を記： HP プロテクトスマートテクノロジーによるハード 
ドライブのな護について詳し < は 、 『HP ノートブックコン 
ピューターリファレンスガイド J 1 を参照して〈ださい 

(2) 

の 

電源ランプ 

• 

白色に点灯：コンピューターの電源がオンになっています 



• 

白色で点減：コンピューターがスリープが態になっています 




• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイ/く 
ネーシヨン状態になっています 

(3) 


メディアスロット 

レ:1下のフォーマットのメディアカードに対応しています 




• 

マルチメディアカード 




♦ 

SD (Secure Digital ) メモリーカード 




• 

Secure Digital High Capacity メモリーカード 

(4) 

fi 

セキュリティロックケーブル用ス 
□ ッ 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに接続し 
ます 


を記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はありますが、 
コンピューターの盗難や誤った取り扱いを完全に防ぐものではあ 
りません 


(5) 

A 

USB 2.0 コネクタ 

別売の USB デバイスをち続します 

(6) 

瓜 

DisplayPort 

高性能なモニターやプロジ X クターなどの別売のデジタルディ 
スプレイデバイスを接続します 

(7) 

HCMl 

HDMI コネクタ 

HD 対応テレビなどの別売のビデオデバイスやオーディオデバ 
イスまたは対応するデジタルコンポーネントやオーディオコン 
ポーネントを接続します 

(8) 


音量ダイヤル 

スピーカーの音量を調整します 




音量を上げるにはダイヤルを時計回りに、音量を下げるにはダイ 
ヤルを反時計回りに回します 

(9) 


RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 
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名称 



説明 

(10) 


AC アダプターランプ 

• 白色：コンピューターは外部電源に接続され、バッテリのを 

電は完了しています 




• オレンジ色に点灯：コンピューターは外部電源に接続され、 

バッテリがあ電中です 




• オレンジ色で点減：コンピューターが外部電源に接続されて 

バッテリエラーが発生しているか、バッテリがロー バッテ 
リ状態または完全なロー バッテリが態になっています 




• 消灯：お使いのコンピューターはバッテリ電源で動作してい 

ます 

(11) 

与 

電源コネクタ 

AC アダプターを按続します 
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左側面の各部 



名称 説明 


(1) オプティカルドライブ オプティカルディスクの読み取りおよび書き込みを行います 

を恵； コンピューターの損傷を防ぐため、小さい（直径8 cm 
の）オプティカルディスクをドライブに挿入しないでください 


(2) USB 3.0 お電用コネクタ 

S9^f 


別売の USB 3.0 デバイスを接続し、 K 張された USB 電源のパ 
フォーマンスを提供します 。 USB 3.0 お電巧コネクタでは、コ 
ンピューターの電源が入っていないときでも、一部のモデルの 
携帯電話や MP 3 プレーヤーを充電することも可能です 


(3) 


USB 3.0 コネクタ ( x 2) 


別売の USB 3.0 デバイスを接続し、拡張された USB 電源のパ 
フォーマンスを提供します 


ま記： また 、 USB 3.0 コネクタは USB 1.0 および 2.0 のデ 
バイスにも対応しています 


(4) 


オーデイオ入力（マイク）コネクタ別売またはホ販のコンピューター用ヘッドセットのマイク、ス 

テレオアレイマイク、またはモノラルマイクを接続します 


(5) オーディオ出力（ヘッドフホン）コ 

L 1 ネ、ク9ぃ2) 


外付けオーディオデバイスがどちらか一方のコネクタに接続 
されている場合にサウンドを出力します。両方のステレオ 
へッドフォンコネクタは信号増幅器に接続され、外付けスピー 
カー、ヘッドフォン、およびその他のオプション製品でのオー 
ディオ再生が向上します 


警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音 
量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフホン、またはへッ 
ドセットを使用して〈ださい。ま全に関する情報について詳し 
〈は、『規定、ま全、および環境に関するごを意 J を参照してく 
ださい 


を記： どちらか一方のコネクタにデバイスが接続されている 
と、コンピューター本体のスピーカーは無効になります 
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ディスプレイの各部 


? ???? ? 



名称 


説明 

(1) 

内蔵ディスプレイスイッチ 

コンピューターの電源が入っている状態でディスプレイを閉じると、ディス 
プレイの電源が切れてスリープが開始します 



を記： 内蔵ディスプレイスイッチはコンピューターの外側からは見えま 
せん 

(2) 

近接センサー 

ユー ザーがコンピューターの前にいるかどうかを検出し、 ユー ザーとコンピ 
ューターの距離に応じて輝度調節機能付きキーボードのオン/オフを切り替 
えます 

(3) 

無線 LAN アンテナ ( x 2) * 

最大3つの内蔵アンテナを使用して、ローカルの無線ルーターまたはハブに 
ネットワーク信号を送受信します 

(4) 

内蔵マイク ( x 2) 

内蔵マイクを使用して、特定のアプリケーションによってオーディオを録音 
します。周囲の騒音をお減し、エコーを除去することで、自動的にオーディ 
才の質を向上させます 

(5) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラが有効です 

(6) 

HP Truevision HD Webcam 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 



Web カメラにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプログラム]一 
に yberLink] ^ に yberLink YouCam] の順に選択します 

* アンテナおよびホ外線ェミッターはコンピューターのか側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、アン 
テナおよびホ外線ェミッターの周囲には障害物を置かないで〈ださい。おをまいの国または地域の無線に関するち見を情報に 
ついては、『ち見を、ま全、および環境に関するご;主意 J 1 を参照してください。これらのおを情報には、[ヘルプとサポート]か 
らアクセスできます。 


22 第2章 


コンピユーターの 概要 
















暴面の各部 


〇 ? ? ? 






名称 


説明 

(1) 

ハードドライブカバー 

ハードドライブにアクセスできます 

(2) 

通気孔 （ X7) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通します 

を記： 内部コンポーネントを;令却して過熱を防ぐため、コンピュー 
ターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行っているときに 
内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは正常な動作です 

(3) 

リリースラッチ 

ハードドライブカバーの固まを解除します 

(4) 

保守巧アクセスカバー 

メモリモジュールスロットへのアクセスを提供します 

(5) 

HP Triple Bass Reflex 
Subwoofer ( HP トリプルバスリ 
フレックスサブウーファー） 

優れたほ音を再生します 

I 
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ネツトワーク 


• っンター个ット サ — L X ゾ uj/、 っ夕一 (ISP) の使用 

• 無線ネットワークへの接続 


Pf を記： インターネット用ハードウてァおよびソフトウてァ機能は、コンピューターのモデルおよび 
お使いの場所によって異なる可能性があります。 


お使いのコンピューターは、な下のどちらか1つまたは両方のインターネットアクセスに対応でき 
ます。 

• 無線：モバイルインターネット接続には、無線接続を使用できます。 26 ぺージの「既巧の無 
線 LAN への拾続 I または 26ぺージの巧斤しい無線 LAN ネットワークのセットアップ I を参 
照してください。 

• 有線：有線ネットワークに接続することで、インターネットにアクセスできます。有線ネット 
ワークへの接続について詳しくは、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』 
を参照してください。 
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インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) の使用 

インターネットにち続する前に JSP アカウントを設定する必要があります。インターネットサービ 
スの申し込みおよびモデムの購入については、利巧する旧 P に問い合わせてください。ほとんどの 
旧ドが、モデムのセットアップ、無線コンピューターをモデムに接続するためのネットワークケーブ 
ルの取り付け、インターネットサービスのテストなどの作業へのサポートを提供しています。 


を記： インターネットにアクセスするためのユーザー ID およびパスワードは、利巧する旧ドから 
U 提供されます。この情報は、記録してを全な場前こ保管しておいて〈ださい。 


レ: i 下の機能で、新しいインターネットのアカウントを作成したり、コンピューターで既存のアカウン 
卜を使用するよう設定したりできます。 

• 旧 P 提供のアイコン（一部の地域で利巧可能）：これらのアイコンは、 Windows デスクトップに 
個別に表示されています。新しいインターネットアカウントをセットアップしたリコンピュー 
夕一で既存のアカウン 卜を使巧するよう設定したりするには、アイコンをダブルクリックして、 
画面の説明に沿って操作します。 

• Windows のインターネットへの接続ウィザード：な下の場合、 Windows のインターネットへの 
ち続ウィザードを使巧してインターネットに接続できます。 

。 すでに旧 P のアカウントを持っている場合 

。 インターネットアカウントを持っていないためウィザード内の一覧から ISP を選巧する 
場合（に P の一覧は地域によっては表示されない場合があります） 

。一覧にない旧 P を選択し、その旧 P から特定の IP アドレス、POP3、 SMTP 設定などの情 
報が提供された場合 

Windows のインターネット への 接続ウィザードおよび この ウィザードの使巧手順を表示するに 
は、[スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと 
共有センター]一[君 f しい接続またはネットワークのセツトアップ]の順に選巧します。 


[§^ま記 ： ウィザード内で Windows ファイアウォールの有効/無効を選がする画面が表示された場 
合は、ファイアウオールを有効にします。 


無線ネットワークへの接続 

無線技術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 
コンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス 

• HP モバイルブロードバンドモジュール、無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN) デバ 
イス 


• Bluetooth ⑥デ/くイス 


無線技術および無線ネットワークへの接続について詳しくは、 『HP ノートブックコンピューターリ 
ファレンスガイド』、[ヘルプとサポート]の情報、および Web サイトへのリンクを参照してくださ 
し、。 
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既存の無線 LAN への接続 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。 

3. タスクバーのち端の通知領域にあるネットワークアイコンをクリックします。 

4. 接続先となるネットワークを選択します。 

5. [接続]をクリックします。 

6. 必要に応じて、セキュリティキーを入力します。 

新しい無線 LAN ネットワークのセットアップ 

な下の機器が必要です。 

• ブロードバンド' モデム （ DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダー(旧 P) が提供する高まインターネットサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

• おほいの新しい無線コンピューター (3) 

段 f を記 . ~ モデムは内蔵ルーターに含まれている場合があります。旧 P に問い合わせてモデムの種類を 

確認してください。 


下の図は、インターネットに接続している無線 LAN ネットワークの設置例を示しています。お使いの 
ネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコンピユー 
夕一をネッ トワークに追加できます。 
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無線 ルーターの 設定 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元または旧 P から提供されている情報 
を参照してください。 

Windows オペレーテイングシステムでは、新しい無線ネットワークのセットアップに役立つツール 
も巧意されています。 Windows のツールを使用してネットワークを設まするには、[スタート]一[コ 
ントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共有センター ] 一[新しい 
接続またはネットワークのセットアップ]一[新しいネットワークのセットアップ]の順に選択しま 
す。次に、画面の説明に沿って操作します。 


I ■著を 記： 最ネ刀にルーターに付属しているネットワークケーブルを使用して、新しい無線コンピユー 
夕 —をルーターに接続することをおすすめします。コンピユーターが正常にインターネットに接続 
できたら、ケーブルを外し、無線ネットワークを介してインターネットにアクセスできます。 


無線 LAN の保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既巧の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能をち効にして、不正アクセスからネットワークを保護して〈ださい。 

無線 LAN の保護について詳しくは、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』を参 
照してください。 
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4 キーボードおよびポインティングデバイ 

ス 


この章では、な下の項目について説明します。 
• キーボードの使用 
• ポインテイングデバイスの使用 


キーボードの使用 

操作 キーの 使用 

操作キーとは、カスタマイズされた動作を行うために使用するキーのことで、それらの動作はキー 
ボード上部にある特をのキーに割り当てられています。 

f 1 〜 f 8、 f 10、 および f 12 のをキーのアイコンは、操作キーの機能を表します。機能を有効にするには、 
そのキーを押したままにします。 

操作キーの機能を無効にして、標準設をに戻すことができます。標準設をを使巧するときは、 わ キー 
を押しながらフアンクシヨンキーの1つを押すことで、そのフアンクシヨンキーに割り当てられて 
いる機能を有効にします。操作キーの機能を無劾にする手順については 、 『HP ノートブックコン 
ピューターリファレンスガイド』の「セットアップユーティリテイ （ BIOS ) およびシステム診断 J 
の章を参照してください。 


么を 意： 設定変更を行う場合は、細むのを意を化ってください。設定を誤ると、コンピューターが正 
しく動作しなくなる可能性があります。 



アイコ 

ン 

キー 

説明 


? 

f 1 

[ヘルプとサポ ート] を表示します。[ヘルプとサポ ート] では、 Windows オペレーテイングシステムとコ 
ンピューターに関する情報、質問への回答とチュートリアル、およびコンピューターへ■のアップデート 
ファイルなどが提供されます 



また、自動的なトラブル解ホの方法およびサポート 

サイトへのリンクも提供されます 

み 

に 

画面の輝度を下げます 
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アイコ 

ン 

キー 

説明 

味- 

f3 

画面の禪度を上げます 

口 1 

f4 

コンピューターに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるため、お下の選択内容 
を表示します 

• コンピューターのみ：外付けディスプレイへの表示をオフにして、画像をコンピューターのディ 
スプレイのみで表示します 

• 複製：コンピューター本体のディスプレイに表示されている画像と同じものを、コンピューター 
に接続されている外付けディスプレイにも表示します 

• 瞄張：コンピューター本体のディスプレイと接続されているすべての外付けディスプレイに渡っ 
て画像を施張します 

• プロジ X クターのみ：コンピューター本体のディスプレイの電源を切り、按続されているすべて 
の外付けディスプレイに渡って画像を拡張します 

ん • 

巧 

輝度調節機能付きバックライトキーボード機能をオンまたはオフにします 

を記： バッテリ電源を節約するには、この機能をオフにします。輝度の低、中、高を切り替えるに 
は、上向き矢印キーまたは下向き矢巧キーと組み合わせて、 キーボードのバックライト 操作キー （巧） 

を押したままにします 

… 

f6 

オーディオ CD の前のトラックまたは DVD の前のチャプターを再生します 

>11 

f7 

オーディオ CD や DVD を再生、一時停止、または再開します 

… 

f8 

オーディオ CD の次のトラックまたは DVD の次のチャプターを再生します 

▲ 

f10 

オプティカルドライブからディスクを取り出します 

(が 

f12 

無線ネットワーク、無線ディスプレイ、および無線オーディオを含む、すべての無線機能をオンまた 
はオフにします 

を記： このキーでは無線接続は確立されません。無線接続を確立するには、無線ネットワークがセッ 
トアップされている必要があります 
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ポインティングデバイスの使用 


ま記： お使いのコンピューターに付属しているポインティングデバイスな外に、外付け USB マウ 
ス（別売）をコンピューターの USB コネクタのどれかに接続して巧巧できます。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスの プロパティ] を巧巧します。 

[マウスの プロパティ] にアクセスするには、[スタート]一[デバイスとプリンタ ー] の順に選がします。 
次に、お使いのコンピューターを表すデバイスをちクリックして、[マウス設を]を選択します。 
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イメージパッドの使用 

先進のイメージパッドは、高い精度を保ちながらジェスチヤが利巧しやすく、マウスの代巧として従 
来のタッチパッドに置き換わるものです。ポインターを移動するには、イメージパッド上でポイン 
夕一を移動したい方向に1本の指をスライドさせます。左のイメージパッドボタンと右のイメージ 
パッドボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同様に使用します。 


イメージパッドのオン/オフの切り替え 

イメージパッドをオンまたはオフにするには、イメージパッドの左上隅のエリアをすばやくダブル 
タップします。 

簡^を 記:~ イメージパッドがオンになっているときは、イメージパッドランプは消なしています。 



イメージパッドランプと画面に表示されるアイコンは、イメージパッドの状態を示します。 


イメージパッドラ 

アイコン 

説明 

ンプ 



オレンジ色 


イメージパッドがオフになっていることを示します 

消灯 

ろ 

イメージパッドがオンになっていることを示します 
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移動 


ポインターを移動するには、イメージパッド上でポインターを移動したい方向に1本の指をスライド 
させます。 



選択 


左のイメージパッドボタンとちのイメージパッドボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同様に 
使巧します。 



イメージパッドジェスチャの使用 

イメージパッドでは、さまざまな種類のジェスチャがサポートされています。イメージパッドジェ 
スチヤを使用するには、2本の指を同時にイメージパッド上に置きます。 


Pf ; ま記： コン ピューターのプログラムによっては、 一 部のイメージパッドジェスチヤに対応してい 
ない場合があります。 
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ジェスチヤのデモンストレーシヨンを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウエアとサウンド] 一 [Synaptics ClickPad ] (シ 
ナプティクスクリックパッド）の順に選巧します。 

2. ジェスチヤをクリックし、デモンストレーシヨンを開始します。 

ジェスチヤのオン/ナフを切り替えるには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウエアとサウンド] 一 [Synaptics ClickPad ] の 

順に選がします。 

2. ジェスチヤをオンにするには、ジェスチヤの横のチェックボックスにチェックを入れます。 
ジェスチヤをオフにするには、ジェスチヤの横のチェックボックスのチェックを外します。 

3. [適用] 一 [ OK ] の順にクリックします。 

スク ロール 

スクロールは、ぺージや画像を上下左ちに移動するときに便利です。スクロールするには、2本の指 
を少し離してイメージパッド上に置き、イメージパッド上で上下左ちの方向にドラッグします。 


を記： スクロールの速度は、指を動かす速度で調整します。 
ま記： スクロールは、出荷時に有効に設をされています。 



ピンチ/ズーム 

ピンチを使用すると、画像やテキストをズームインまたはズームアウトできます。 

• イメージパッド上で2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を化げるとズームイ 
ンできます。 

• イメージパッド上で2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を狭めると 
ズームアウトできます。 


ま記： ピンチ/ズームジェスチヤは、出荷時に有効に設定されています。 
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回転 


回転ジェスチャを巧巧すると、写真などの項目を回転できます。2本の指を離してイメージパッド上 
に置いてから、指の間に一定の間隔を保ちながら邮を描くようにして指を回転させます。左方向に弧 
を描くように動かすと、操作の対まが左方向に回転します。ち方向に弧をおくように動かすと、操作 
の対まがち方向に回転します。 


ま記： 回転ジェスチヤは、出荷時に有効に設をされています。 



フリック 


フリックを使巧すると、な下の機能をすばやく実行できます。 

• インターネットを参照する。 

• 写真 ビューアーで 写真を スクロール する。 

• 画面を切り替える。 

• ドキュメントを スクロール する。 

• 写真ビューアーでスライドシヨーモードを開始または終了する。 

フリックを行うには、3本の指をイメ ージパッドに置いて、上、下、左、またはちち向にキムいのける 
ようにすばやく動かします。 


を記： 3本指フリックは、出荷時に有効に設定されています。 
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5 メンテナンス 


この章では、な下の項目について説明します。 

• 出荷時に封印されているバツテリの使用 
• ハードドライブの交換またはアツプグレード' 

• メモリモジュールの追加または交換 


出荷時に封印されているバッテリの使用 


||を 重要： 出荷時にコンピューターに装着および封印されているバッテリは、ご自身で取り外したり交 
換したりしないでください。バッテリの封印シールが破損していると保証が適巧されません。 

お使いのコンピューターに装着されている充電まバッテリは内蔵型で、ユーザーが着脱するタイプの 
ものではありません。バッテリの交換は、必ず HP のサポート担当者にご依頼ください。バッテリの 
寿命は使巧環境により異なりますが、使用開始から1年が目をとなり、使用を繰り返すと徐々に劣化 
して、バッテリ容量がほ下していきます。バッテリを良好な状態に保つ方法について詳しくは 、 『HP 
ノートブックコンピューターリファレンスガイド』を参照してください。このガイドを表示する 
には、[スターり一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP ドキュメント]の順に選択します。バッテリ 
の状態を監視する場合、またはバッテリが充電されなくなった場合は、 [ HP ヘルプとサポート]で [HP 
バッテリチェック]を実行してください。 [ HP バッテリチェック]にバッテリを交換する必要がある 
と表示されている場合は、使用を中止し、バッテリの交換についてサポート窓口にお問い合わせくだ 
さし、。 
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ハードドライブの交換またはアツプグレード 


么を 意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてく 
ださい。 

コン ピューターの電源が切れているのか、スリープ状態か、または ハイ バネーシ ヨン 状態なのかわか 
らない場合は、まず電源ボタンを押して、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャット 
ダウンします。 

elf を記. コンピューターに取り付けられているドライブの種類を確認するには、[スタート]をクリッ 
クし、 [コン ピュータ ー] をちクリックして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。 

ま記： ハードドライブを交換する場合は、ハードドライブのブラケットおよびカバーを保管してい 
ることを確認してください。新しいハードドライブを取り付けるときに、これらの部品を取り付けな 
おす必要が生じる場合があります。 


ハードドライブの取り外し 

1. 作業中のデータを保巧してコンピューターをシャットダウンします。 

2. コンピューターに接結されているすべての外イ寸けデバイスを取り外します。 

3. コンピューターから外部電源を切断します。 

4. リリースラッチをスライドさせ（1)、ハードドライブカバーを取り外します（2)。 
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5. コンピューターからハードドライブケーブルを取り外し（1)、ハードドライブの4つのネジ 
(2) を取り外します。 
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6. プラスチック製のカバーを引き上げて取り外し（1)、ハードドライブをハードドライブベイか 
ら取り出します（2)。 
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ハ 


ドドライブの取り付け 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入しけ）、プラスチック製のカバーを取り付けなお 
します（2)。 
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2. ハードドライブの 4 つのネジけ）を取り付け、コンピューターにハードドライブケーブルを接 
続します（2)。 



3. ハードドライブカバーのタブをコンピューターのくぼみに合わせ、カバーをくぼみまでスライ 
ドさせます。リリースラッチでカバーが自動的に固定されます。 



4. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

5. コン ピューターの電源を入れます。 
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メモリモジュールの 追加または交換 

お使いのコンピューターには、2つのメモリモジュールスロットが装備されています。メモリモ 
ジュールスロットは、コンピューター裏面の保巧用アクセスカバーの下に装備されています。コン 
ピューターのメモリ容量を増やすには、メモリモジュールを追加するか、またはメモリモジュール 
スロットのどちらかに装着されているメモリモジュールを交換します。 


么 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードを取り外してからメモリモジュールを取り付け 
てくださし、。 

么を 意： 静電気 ( ESD) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前にアースされ 
た金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

を記： 2つ目のメモリモジュールを追加してデュアルチャネル構成を巧巧する場合は、2つのメ 
モリモジュールを必ず同一のものにしてください。 


メモリモジュールを追加または交換するには、な下の操作を行います。 


么を 意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にを意してください。 

コンピューターからメモリモジュールを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてくだ 
さい。コンピューターの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときに 
は、メモリモジュールを取り外さないでください。 

コン ピューターの電源が切れているのか、スリープ状態か、または ハイ バネーシヨン状態なのかわか 
らない場合は、まず電源ボタンを押して、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャット 
ダウンします。 


1. 作業中のデータを保存して コン ピューターをシャツトダウンします。 

2. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

3. コンピューターから外部電源を切断します。 

4. リリースラッチをスライドさせ（1)、ハードドライブカバーを取り外します（2)。 
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5. 6 つの保守用アクセスカバーのネジを取り外し（1)、カバーを取り外します（2)。 



6. メモリモジュールを交換する場合は、な下の要領で装着されているメモリモジュールを取り外 
します。 

a. メモリモジュールの両側にある留め具 （1) を左ちに引っ張ります。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 
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b . メモリモジュールの左ちの端の部分を持って、そのままゆっくりと斜め上に引き巧いて 
(2) 取り外します。 


么を 意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左ちの 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。取り外した 
メモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 



7. な下の要領で、新しいメモリモジュールを取り付けます。 

AHn ~ メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを巧うときは必ず左ちの端を 

持ってください。メモリモジュールの端子部分に触ったり、メモリモジュールを巧り曲げたり 
しないように注意してください。 

a. メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに巧し込み、巧をの 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます（2)。 
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c. カチッと音がして留め具がメモリモジユールを固定するまで、メモリモジユールの左ちの 
端をゆっくりと押し下げます（3)。 



8. 保守巧アクセスカバーのネジ巧をコンピユーターの巧に合わせ、コンピユーターの上にカバー 
を下ろします (1)。 

9. 6つの保守用アクセスカバーのネジを取り付けなおします口）。 
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10. ハードドライブカバーのタブをコンピューターのくぼみに合わせ、カバーをくぼみまでスライ 
ドさせます。リリースラッチでカバーが自動的に固定されます。 



11. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

12. コン ピューターの電源を入れます。 
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バックアップおよび復元 


• 復元 

• リカバリメディアの作成 
• システムの復元の実行 
• 情報のバックアップおよび復元 

お使いのコンピューターには、オペレーティングシステムに付属のツールおよび HP が提供している 
ツールが含まれています。これらを使用すると障害発生時に情報を保護および復元できます。 

この章には、な下のトピックに関する情報が含まれています。 

• リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブの作成 （[HP Recovery 
Manager ] (HP リカバリマネージャー）ソフトウェアの機能） 

• (復元巧パーティシヨン、リカバリディスク、またはリカバリフラッシュドライブからの）シ 
ステムの復元の実行 

• 情報のバックアップ 

• プログラムまたはドライバーの復元 
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復元 


ハードドライブに障害が発生した場合にシステムを工場出荷時の状態に復元するには 、 [HP Recovery 
Manager ] ( HP リカバリマネージャー）を使用して作成したリカバリディスクセットまたはリカバ 
リフラッシュドライブを使用する必要があります。ソフトウェアをセットアップしたらすぐに、 

[HP Recovery Manager ] を使用して、リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライ 
ブを作成することをおすすめします。 

ハードドライブ障害な外の理由からシステムを復元する必要がある場合は、 HP 復元巧パーティシヨ 
ン（一部のモデルのみ）を使用できます。この場合、リカバリディスクまたはリカバリフラッシュ 
ドライブは必要ありません。復元用パーティシヨンの有無を確認するには、[スタート]をクリック 
し、 [コン ピュータ ー] をちクリックして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。復元用 
パーテイシヨンがある場合、ウィンドウにリカバリドライブが表示されます。 


A を意 : [HP Recovery Manager ] (パーティシヨンまたはディスク/フラッシュドライブ）は、工場 
出荷時にインス I ルされていたソフトウエアのみを復元します。このコンピューターにインス 
卜ールされていなかったソフトウエアは、手動で再インストールする必要があります。 

ま記： 復元用パーテイシヨンがないコンピューターには、リカバリディスクが付属しています。 
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リカバリメディアの作成 

ハードドライブに障害が発生した場合または何らかの理由で復元用パーティシヨンツールを使巧し 
て復元できない場合に、コンピューターを工場出荷時の状態に復元できるように、リカバリディスク 
セットまたはリカバリフラッシュドライブを作成してお〈ことをおすすめします。リカバリディ 
スクまたはリカバリフラッシュドライブは、コンピューターを最初にセットアップした後、なるベ 
く早く作成してください。 


を記 ： [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャー）を使用して作成できるリカバリディ 
スクまたはリカバリフラッシュドライブは、1セットのみです。リカバリディスクまたはリカバリ 
フラッシュドライブは慎重に取り扱い、を全な場所に保管して〈ださい。 

;ま記. おほいのコンピューターにオプティカルドライブが内蔵されていない場合は、外付けオプ 
ティカルドライブ（別売）を使巧してリカバリディスクを作成するか、または HP の Web サイトか 
らおほいのコンピューターに適切なリカバリディスクを購入できます。外付けオプティカルドラ 
イブを使巧する場合は、 USB ハブなどの化の外付けデバイスにある USB コネクタではなく、コン 
ピューター本体の USB コネクタに直接接続する必要があります。 


ガイドライン： 

• 高品質な DVD - R 、 DVD + R 、 DVD-R D しまたは DVD+R DL ディスクを購入してくださし、。 


隊 を記 ： [HP Recovery Manager ] ソフトウエアは、 CD - RW 、 DVD ± RW 、 2層記録 DVD ± RW 、 お 
よび BD-RE (再書き込みが可能なブルーレイ）ディスクなどのような書き換え巧能なディスク 
には対応していません。 


• このプロセスでは、コンピューターを外部電源に接続する必要があります。 

• リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは、1台のコンピューターに対して1 
セツトのみ作成できます。 


を記： リカバリディスクを作成する場合は、各ディスクに番号を付けてからオプティカルド 
ライブに挿入します。 


• 必要に応じて、リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブの作成が完了する前に、 
プログラムを終了させることができます。次回 [HP Recovery Manager ] を起動すると、バック 
アップ作成プロセスを続行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 

リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブを作成するには、レ: i 下の操作を行い 
ます。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP Recovery Manager] ( HP リカバリマネー 
ジャ ー） 一 [HP Recovery Media Creation] ( HP リカバリメディアの作成）の順に選 t 尺しま 
す。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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システムの復元の実行 

[HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー） ソフトウエアを使用して、コンピューターを 
工場出荷時の状態に修復または復元できます。 [HP Recovery Manager ] は、リカバリディスク、リ 
カバリフラッシュドライブ、またはハードドライブ上のき用の復元用パーティシヨン（一部のモデ 
ルのみ）から実行できます。 


ま記： コンピューターのハードドライブに障害が発生した場合や、コンピューターの動作上の問題 

を修正しようとする試みがすべて失敗した場合は、システムの復元を実行する必要があります。シス 

テムの復元は、コンピューターの問題を修正するための最後の手段として試みてください。 

システムの復元を実行する場合は、な下の点にミ主意してください。 

• システムの復元は、レ: i 前バックアップを行ったシステムに対してのみ巧能です。コンピューター 
をセットアップしたらすぐに、 [HP Recovery Manager ] を使巧してリカバリディスクのセット 
またはリカバリフラッシュドライブを作成することをおすすめします。 

• Windows は、[システムの復元]機能など、独自の修復機能を備えています。これらの機能をまだ 
試していない場合は、試してから [HP Recovery Manager ] を使巧してください。 

• [HP Recovery Manager ] では、出荷時にインストールされていたソフトウェアのみが復元されま 
す。このコンピューターに付属していないソフトウェアは、製造元の Web サイトからダウン 
口ードしたファイルまたは製造元から提供されたディスクなどを使巧して、別途、再インストー 
ルする必要があります。 


専用の復元用パーティシヨンを使用した復元（一部のモデルのみ) 


ま巧の復元用パーティションを使用する場合、復元処理中にオプションでな下のもののバックアップ 
を実行できます：画像、音楽およびその他のオーディナ、ビデオや動画、録画したテレビ番組、ド 
キユメント、スプレッドシートおよびプレゼンテーション、電子メール、インターネットのお気に入 
りおよびインターネット設定 

復元巧パーテイシヨンからコンピューターを復元するには、な下の操作を行います。 


1. な下のどちらかのちまで [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー) にアクセスしま 
す。 

• [スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマ 
ネージャ ー） 一 [HP Recovery Manager ] の順に選択します。 

または 

• コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup 

Menu ] というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。次に、画面に [ F 11 
(System Recovery )] というメッセージが表示されている間に、 f 11 キーを押します。 

2. [HP Recovery Manager ] ウインドウの [System Recovery ] (システムの復元）をクリックしま 
す。 


3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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リカバリメディアを使用した復元 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 1枚目のリカバリディスクをお使いのコンピューターのオプティカルドライブまたは別売の 
外付けオプティカルドライブに巧入してから、コンピューターを再起動します。 

または 

お使いのコンピューターの USB コネクタにリカバリフラッシュドライブを挿入してから、コ 
ンピューターを巧起動します。 

斷を 記： [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー) でコンピューターが自動的に再 
起動しない場合は、コンピューターのブート順序を変更する必要があります。詳しくは、 

50へーンの「コン t ューターのブート順序のを更 J を:参-おしてくじさし、。 

3. システムの起動時に f 9 キーを巧します。 

4. オプティカルドライブまたはフラッシュドライブを選択します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

コンピューターのブート順序の変更 

リカバリディスクのブート順序を変更するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターを再起動します。 

2. コンピューターの再起動中に esc キーを押してから、 f 9 キーを押してブートオプションを表示 
します。 

3. [Boot options ] (ブートオプション）ウィンドウで 、 [Internal CD/DVD ROM Drive ] (内蔵 CD / 
DVD ROM ドライブ）を選択します。 

リカバリフラッシュドライブのブート順序を変更するには、な下の操作を行います。 

1. フラッシュドライブを USB コネクタに挿入します。 

2. コン ピューターを巧起動します。 

3. コンピューターの巧起動中に esc キーを押してから、 f 9 キーを押してブートオプションを表示 
します。 

4. [Boot options ] ウィンドウで、フラッシュドライブを選択します。 
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情報の/《ックアップおよび復元 

ファイルをバックアップして新しいソフトウ; L アをま全な場所に保管することは、非常に重要です。 
そのをも、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じて定期的にバックアップを作成して 
おくようにします。 

システムをよりよく復元するためには、より新しいバックアップが必要です。 


I ■掌を 記： コンピューターがウィルスの攻撃を受けている場合や、主要なシステムコンポーネントが 
故障した場合は、最新のバックアップから復元を実行する必要があります。コンピューターの問題を 
修正するには、システム全体の復元を試みる前に、バックアップを巧巧した復元を試みてください。 

情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップで 
きます。じ I 下のようなときに、システムをバックアップします。 

• を期的にスケジュールされた時刻 


- ヒント 情報を定期的にバックアップするようにリマインダーを設定します。 


• コンピューターを修復または復元する前 

• ハードウ; L アまたはソフトウ1アを追加/変更する前 
ガイドライン： 

• Windows の[システムの復元]機能を使用してシステムの復元ポイントを作成し、定期的にオプ 
ティカルディスクまたは外付けハードドライブにコピーします。システムの復元ポイントの使 
巧方まについて詳しくは、 52 ぺージの 「 Windows システムの復元ポイントの巧用 I を参照し 
てください。 

• 個人用ファイルを[ドキュメント]ライブラリに保存し、このフォルダーを定期的にバックアップ 
します。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニューバーの設定のスクリーン 
ショット（画面のコピー）を撮って保存します。設ををもう一度入力する必要がある場合、画面 
のコピーを保巧しておくと時間を節約できます。 

スクリーンショットを作成するには、レ: i 下の操作を行います。 

1. 保存する画面を表示させます。 

2. 画面のイメ ージをコピーします。 

アクティブなウィンドウだけをコピーするには 、 alt + prt sc キーを押します。 

画面全体をコピーするには 、 prt sc キーを巧します。 

3. ワープロソフトなどの文書を開くか新しく作成して[編集]一[貼り付け]の順に選択します。 
画面のイメージが文書に追加されます。 

4. 文書を保存して印刷します。 
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Windows の [バックアップと 復元]の使用 

ガイドライン： 

• お使いのコンピューターが外部電源に接結されていることを確認してから、バックアップ化理を 
開始してください。 

• 処理完了まで十分な時間の余裕があるときにバックアップ化理を行います。ファイルサイズに 
よっては、処理に1時間な上かかる場合があります。 

バックアップを作成するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[バックアップと復元]の順 
に選巧します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、バックアップのスケジュール設定とバックアップの作成を行いま 
す。 


ま記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウエアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設を変更な 
どを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、 Windows の [ヘルプと サポート]を参照してください。 


Windows システムの復元ポイントの使用 

システムの復元ポイントによって、特をの時点でのハードドライブのスナップシヨットに名前を付け 
て保巧できます。復元ポイント作成後に変更を破棄したい場合に、そのポイントまで戻ってシステム 
を回復できます。 


pf を記： な前の復元ポイントに復元しても、最後の復元ポイント後に作成されたデータファイルや 
電子メールには影響がありません。 


また、追加の復元ポイントを作成して、ファイルおよび設定の保護を強化できます。 

復元ポイントを作成するとき 

• ソフトウェアまたはハードウェアを追加/変更する前 

• コンピューターが最適な状態で動作しているとき（を期的に行います） 
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システムの復元ポイントの作成 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[システム]の順に選択しま 
す。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムのな護]タブをクリックします。 

4. [作成]をクリックします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

な前のある曰時の状態への復元 

コンピューターが最適な状態で動作していた（な前のある日時に作成した）復元ポイントまで戻すに 
は、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[システム]の順に選択しま 
す。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [システムの復元]をクリックします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

を記: 復元ポイントまで戻した後に考えが変わった場合は、その復元を取り消すことができます。 
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サポート窓口 


この章では、な下の項目について説明します。 

• サポート窓口へのお問い合わせ 

• ラべ J レ 

サポート窓口へのお問い合わせ 

このューザーガイド 、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』、または[ヘルプと 
サポート]で提供されている情報で問題に対処できない場合は、な下の HP サポート窓口または『サー 
ビス およ びサポートを受けるには』に記載されているサポート窓口にお問い合わせ〈ださい。 

http :// welcome . hp . com / countrv / ip / ia/contact us.html 


ま記. 日本な外の国や地域でのサポートについては、 http :// welcome . hp . com / countrv / us / en / 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択してください。 

ここでは、な下のことを行うことがきます。 

• HP のサービス担当をとオンラインでチャットする。 

(§^ま記： 特定の言語でサポート窓口とのチャットを利用できない場合は、英語でご利巧くださし、。 

• HP のサポート窓口に電子メールで問い合わせる。 

• 各国の HP のサポート窓口の電話番号を調べる。 

• HP のサービスセンターを探す。 


54 第7章サポート窓口 












ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解みしたり、コンピューターを日本 
国外で使巧したりするときに必要な情報が記載されています。 

• シリアル番号ラベル：な下の情報を含む重要な情報が記載されています。 



⑩ 

xxxxxxxxxx 


； S^rfal: XXXXXXXX 1111111 till IIHI llllli 

d 

pProduct: XXX 
1 Warranty:1 

XXXXX Ml iM Ml III III ill 

f 1 yOy 


XXX) 

: XXX 


名称 

( 1 ) 

製品名 

( 2 ) 

シリアル番号 Cs/n) 

( 3 ) 

製品香号 （p/n) 

( 4 ) 

保証期間 

( 5 ) 

モデルの説明 


これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせになるときに必要です。シリアル番号ラベルは、 
ハードドライブベイ内に貼付されています。 

• Microsoft ® Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー （Product Key、Product 
ID ) が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートや卜 
ラブルシューティングのときに必要になる場合があります 。 Microsoft Certificate of 
Authenticity はコンピューターの裏面にあります。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、ハードド 
ライブベイの内部に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、認を各 
国または各地域の一部の認定マークが記載されています。無線デバイスを1つな上巧巧してい 
る機種には、認定ラベルが1つな上貼付されています。日本国外でモデムを使巧するときに、こ 
の情報が必要になる場合があります。無線認定/認証ラベルはハードドライブベイの内側に貼 
付されています。 
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8 仕様 


• 入力電源 
• 動作環境 
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入力電源 

ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使用する場合に役立ちます。 

コン ピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動作します。 AC 電源は100 〜 
240 V (50/60 Hz ) の定格に適合している必要があります。 コン ピューターは単独の DC 電源で動作 
しますが、 コン ピューターの電力供給には、この コン ピューター巧 I こ HP から提供および認可されて 
いる AC アダプターまたは DC 電源のみを使用する必要があります。 

お使いのコンピューターは、な下の仕様の DC 電力で動作できます。 


... 

入力電源 

定格 



動作電圧と電流 

19.5 V DC 

19.5 V DC 

(日.15 A 、 

(4.62 A 、 

120 W の場合） 

90 W の場合） 


HP 外部電源用 DC プラグ 



を記： この製品は、最化充電量240 V rms レ: i 下の相対電圧によるノルウ X - の IT 電源システム用 
に設計されています。 

を記： コンピューターの動作電圧および動作電流は、規定ラベルに記載されています。 
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動作環境 


項目 

メ ートル 

U . S . 

温度 

動作時 

5〜35。じ 

41 〜 950 F 

非動作時 

■20 〜60で 

-4 〜140。ド 

相対湿度（結露しないこと） 

動作時 

10〜90% 

10 〜 90〇/〇 

非動作時 

5〜95% 

5 〜 95% 

最大標高 （ホち圧） 

動作時 

-15 〜3,048 m 

-50 〜 10,000 フイート 

非動作時 

-15 〜12,192 m 

-50 〜 40,000 フイート 


58 第8章 


仕様 














索引 


A 

AC アダプターランプ 20 
[AMD Catalyst Control Center ] 
(AMD Catalyst コントロールセ 
ンター） 9 
AMD Eyefinity 8 

B 

[Beats Audio Control Panel ] (HP 
Beats Audio コント ロール パネ 
ル） 3 
Bluetooth 
ラベル日日 

C 

Caps Lock ランプ 
位置1己 

Certificate of Authenticity ラべ 
ノレ55 

D 

DisplayPort 、 位置19 

E 

esc キー 
位置17 
Eyefinity 8 

F 

f 11 49 
fn キー 
位置17 

H 

HDMI 

コネクタ、位置19 
HP Beats Audio 3,16 
[HP Beats Audio ] ボタン 3 


[HP Beats Audio ] ホットキー 4 
HP Coo に ense 8 
HP Recovery Manager 49 
HP Wireless Audio 5 
HP Wireless Audio Manager 6 
HP 外部電源用 DC プラグ 57 


旧 P 、 使用2日 

M 
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R 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 
位置19 

S 

SLS (Single Larae Surface ) 9 


U 

USB 2.0 コネクタ、位置 19 
USB 3.0 コネクタ、位置 21 
USB 3.0 充電用コネクタ、位置 
21 

W 

Web カメラ 
位置22 

Web カメラランプ 
位置22 

Windows アプリケーシヨンキー 
位置17 

Windows ロゴキー 
位置17 


い 

イメージパッド 
位置14 
移動32 
使用31 
選択32 
ボタン14 

イメージパッドホン/オフ機能の 
切り替え14 

イメージ パッド ジェス チャ 
回転34 
ズー厶33 
スクロール 33 
ピンチ33 
フリ ック 34 

イメージパッド' ゾーン、位置14 

イメージパッドランブ14,1己 

インターネット接続のセットアッ 
ブ26 

インテルスマート-コネクト■テ 
クノロジ ー 7 

インテルワイヤレス-ディスプレ 
ィ8 

お 

オーディオ出力（へッドフォン）コ 
ネクタ21 

オーディオ入力（マイク）コネク 
夕21 

オプティカルドライブ 
位置21 

オプティカルドライブのイジェク 
トキー、位置29 

オペレーティングシステ厶 
M に rosoft Certificate of 
Authenticity ラベル 55 
プロダクトキ ー 55 

音量ダイヤル、位置2,19 
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か 

回転 イメージパッドジェスチヤ 
34 
各部 

左側面21 
ち側面19 
画面の輝度のキ ー 29 
画面表示、切り替え29 

さ 

キー 

esc 17 
fn 17 

Windows アプリケーシヨン 
17 

Windows ロゴ 17 
操作17 

キーボードのバックライト操作 
キー 29 
規を情報 

規定ラベル55 
無線認定/認証ラベル55 
輝度調節機能付きバックライト 
キーんート 7 
機能のオン/ナフ 

イメージパッド 14 
近接センサー 7,22 


コネクタ 
HDMI 19 

RJ -45 (ネットワーク）19 
USB 2.0 19 
USB 3.0 21 
USB 3.0 充電21 
電源20 

へッドフオン 21 
マイク 21 
コンピユーター 

シ リアル番号 55 
持ち運び55 
コンポーネント 
前面18 
ディスプレイ 22 
表面14 
裏面23 

さ 

サブウーファー、位置23 


サポートされるディスク48 


システムの復元 
実行49 

使用、リカバリディスク50 
ま巧の復元用パーティシヨンの 
使巧49 

システムの復元の使用52 
システムの復元ポイント52 
シリアル番号ラベル55 

す 

ズームイメージパッドジェス 
チャ 33 

スクロールイメージパッドジェ 
スチャ 33 
スピーカー 

前面、位置18 
表面、位置16 

スロット 

セキュリティロックケーブ 
ル 19 

メディアスロット19 
せ 

製品名および製品番号、コンピュー 
夕 — 55 

セキュリティロックケーブル巧 
スロット 

位置19 

ま用の復元巧パーティシヨンから 
の復元49 

そ 

操作 キー 
位置17 

オプティカルドライブのイ 
ジェクト29 
画面の輝度28,29 
画面を切り替える29 
輝度調節機能付きバックライト 
^—もート 29 
使巧28 

ヘルプとサポート28 
無線29 

た 

ダイヤル、音量19 


〇 

通気孔 
位置23 

て 

電源コネクタ 
位置20 
電源ボタン 
位置16 
電源ランプ 
位置15,19 

と 
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ハード36, 39 

な 

内蔵 Web カメラランプ 
位置22 

内蔵ディスプレイスイッチ、位 
置22 
内蔵マイク 
位置22 

に 

入力電源57 
ね 

ネットワークコネクタ 
位置19 

は 

ハードドライブ 
位置36 
取り付け39 
取り外し36 

ハードドライブカバー、位置23 
ハードドライブベイ 55 
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ピンチイメージパッドジェス 
チャ 33 

ふ 

復元、システム 
実行49 

使用、リカバリディスク50 
ま巧の復元用パーティシヨンの 
巧巧49 
復元ポイント52 
フリックイメージパッドジェス 
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ほ 
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カスタマイズ30 
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ミュート（消音）16 

ま 

マイクコネクタ 21 

マウス、外付け 
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み 
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位置16 

ミュート（消音）ランプ、位置15 

む 

無線 LAN 
を続26 
必要な機器26 
保護27 

無線 LAN アンテナ 
位置22 
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ら 
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